
平和教育の取組事例報告書 

 

報告年月日   令和４年６月１日                   

都市名・国   茨城県那珂市・日本                   

 

取組の名称 収蔵品展 自慢の収蔵品展 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 戦争資料展示（平和祈念）     

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

一般市民 来館者数：８７４人  

実施場所 那珂市歴史民俗資料館 

実施期間 令和３年７月３１日～令和３年１１月１４日 

取組の概要（授業、イベントはプログラムの次第を、その他（例：コンテスト等）はそのプロセスを、

具体的に記入してください。） 

 

この企画展は、当館の収蔵品を紹介し、文化財への興味関心を高める目的で開催したが、そのコーナー

の中に「戦争資料展示コーナー」を設けた。本来であれば、令和２年度に「戦後７５年の記憶展」と題し、

戦争資料の展示、体験談の掲示などを行う予定だったが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止と

なったため、今年度、上記展示にコーナーを設け、平和祈念とし戦争の歴史を伝承しようと開催した。 

展示は、市民から寄贈された戦争に関する資料や写真など約３０点のほか、戦争体験談のパネルなど。 

参加者の反応 

 

 概ね良好 

成果 

 若年層から、戦争は他人ごとではなく、こんなにも身近なところで起こっていたのだという 

思いや、恒久的な平和を願う声が聞かれた。 

  

課題 

 戦争体験者が減少していく中で資料の散逸を防ぎ、今後とも定期的に平和を訴え戦争資料の 

展示を行っていきたい。 

取組で使用した素材について 

主に写真資料は、A3 サイズに拡大しパネル仕様にして掲示した。解説なども難しい表現は控え子供にも

理解できる内容となるよう工夫した。 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

☑掲載可能（素材を添付してください）  □掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合はメールに添付して提出してください。 

 



 
 

展示の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


